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■町田市文化プログラムの申請促進に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

１．市民企画公募の仕組みづくり 

町田市文化プログラムでは文化芸術によるまちづくりへの寄与をめざしてお

り、そのためには市民等による参画が不可欠です。そこで、市民等による企画提

案を募るとともに、盛り上がりの醸成もめざします。 

 

手順 
  

STEP１ 認定基準の策定 
・審査のための組織を新たに設置し、認

定基準を策定する。 

▼ 

STEP２ 公募への参加呼びかけ 
・文化芸術やその他の活動を行う団体や

市民等に向けた広報を行う。 

▼ 

STEP３ 市民等からの応募 
・応募書類を事務局にて取りまとめる。 

▼ 

STEP４ 応募企画の認証 
・審査会等を開催し応募企画を審査し、

認定基準を満たしたものを認証する。 

 

◆インセンティブ※の考え方 

認証を受けた事業には下記のインセンティブを提供します。 

①市ホームページ上で開催情報を発信する。 

②各実施主体が作成するポスター、チラシ等で「町田市文化プログラム」の
名称を使用できるものとする。 

※インセンティブ：町田市文化プログラムへの企画提案促進を図るための動機づけのこと。 

 

 

資料１ 

◆これまでの主な意見 

・町田市文化プログラムの周知が必要である。 

・市民企画公募の申請メリットが必要である。 

・自治会、町内会等への企画・申請手続きに対する支援体制が必要である。 
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２．町田市文化プログラムの広報戦略 

町田市の広報ツールを効果的に活用しながら、下記のような広報活動の展開を

図ります。 

 

目
的 

  町田市文化プログラムの市民企画公募への参加呼びかけ 

    

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

  

1.市が把握している
団体等 

（例） 

・文化芸術関連団体 

・文化芸術以外の活動を
行う団体 

・大学 等 

 
2.市が把握していな
い団体等 

（例） 

・文化芸術関連団体 

・文化芸術以外の活動を
行う団体 

・個人アーティスト 等 

 
３.その他一般市民等 

        

メ
イ
ン
・
ツ
ー
ル 

 

広
報
ツ
ー
ル 

Ⅰ.導入となるメイン・ツール 
・町田市文化プログラムの趣旨や目的を知らせる。 
・「Ⅱ.詳細情報を発信するメイン・ツール」への誘導を図る。 

①市の発行する広報誌 

②チラシ 

 

発
信
方
法 

・各団体の特性に合わせ
て積極的な参加を呼び
掛ける。 

 
・市内文化施設等で配布
する。 

 

・回覧版等を活用する。 

・市内文化施設等で配布
する。 

・イベント等で配布する。 

  

     

 

広
報
ツ
ー
ル 

Ⅱ.詳細情報を発信するメイン・ツール 
・応募に必要な情報を提供する。 
・最新の情報を詳細に発信する。 

③町田市ホームページ（パソコン版） 

④町田市ホームページ（スマートフォン版） 

   

 

サ
ブ
・
ツ
ー
ル 

 

広
報
ツ
ー
ル 

Ⅲ.多様な人々に向けて発信するサブ・ツール 
・最新情報等を発信し、市ホームページへの誘導を図る。 

⑤町田市ホームページ（モバイル版） 

⑥町田市公式 Facebook（フェイスブック） 

⑦町田市公式 twitter（ツイッター） 

⑧広報ＴＶ「まちテレ」 

⑨ラジオ広報番組（エフエムさがみ）「東京町田インフォメーション」 

⑩市政情報モニター「まちビジョン」 

⑪プレスリリース  


